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知っていますか？
マイナンバー
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イナンバーイナンバー
人生とともに歩むマイナンバー

申　請　方　法

※15歳未満または成年被後見人の方は、法定
代理人が同行してください。

①デジタルカメラで顔写真を撮影し、パソ
コンに保存

②交付申請用ホームページにアクセスし、
画面の案内に従って必要事項を入力の
上、顔写真を添付して送信　　　

パソコン

　本所市民課または各地域庁舎市民福祉
課で、顔写真を撮影し、インターネット
での申請をお手伝いします。申請書IDが
記載された交付申請書と本人確認書類を
お持ちの上、申請する本人がお越しくだ
さい（※）。
　手続きには30分程度の時間が掛かり
ますので、余裕を持ってお越しください。

市役所で申請をお手伝いします

①通知カード下部の交付申請書に必要事項
を記入、押印、顔写真を貼付

②同封の返信用封筒に入れて郵便ポストに
投函

郵　　送

就　職
アルバイト、パート、
就職で職場に
アアアア

出産・育児
児童手当や出産育児一
時金の申請で市や健康
保険組合等に

年　金
年金請求の手続きで日
本年金機構に

福祉・介護
サービス等を受けるた
めの手続きで市に

①スマートフォンのカメラで顔写真を撮影
②交付申請書のQRコードを読み取り、交
付申請用ホームページにアクセスし、画
面の案内に従って必要事項を入力の上、
顔写真を添付して送信

スマートフォン

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２
　申請から約１か月後に、交付
通知書（ハガキ）が本人宛に届
きます。

　ハガキに記載の交付場所（本
所市民課または各地域庁舎市民
福祉課）に電話で予約し、必要
な持ち物を準備の上、本人が受
け取りに来てください（※）。

ＳＴＥＰ３☆返信用封筒の差出有効期間が平成29年10月
４日になっている場合でも、今年の5月31
日までそのまま使えます。

初回の交付手数料は無料！

①タッチパネルで「個人番号カード申請」
を選択し、撮影用のお金を入れ、交付申
請書のQRコードをバーコードリーダー
にかざす

②画面の案内に従って、必要事項を入力し、
顔写真を撮影して送信

証明写真機

ママ

☆交付申請書をなくした方や、氏名・住所等に変更がある方には、新しい申請書
をお渡ししますのでお問合せください。

トト
福福福福

サササササ

申　告
税金の申告で市や税務
署に
☆詳細は本紙８ページ・９
ページをご覧ください。
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知っていますか？知っていますか？

◎問合せ　本所市民課☎25‐2111内線116

　平成27年10月に始まった社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）。制度が
できたことは知っていても、マイナンバーがどういうものなのか、いつ、どんな
ときに使うのかなど、よく分からない方も多いのではないでしょうか。
　今回の特集では、制度がスタートしてから３年が過ぎ、提供を求められること
も増えてきたマイナンバーについて改めて紹介します。

　平成27年10月以降に、皆さんのマイナンバーを
お知らせする「通知カード」を、世帯主宛に送って
います。カードの下部はマイナンバーカードの申請
書になっていて、返信用封筒も同封されています。
通知カードをなくした方には、再発行もできますの
でお問合せください。

　マイナンバーの提示が必要なと
きに、証明する書類として使用で
きます。本人確認も必要な場合に
はこれ１枚で済む唯一のカードで
す。

　運転免許証やパスポートと同じ
ように、官民を問わず広く身分証
明書として使うことができます。

　行政機関等が保有する「あなた
の情報」の確認などができる「マ
イナポータル」へのログインや、
e-Tax等の各種行政オンライン申
請に利用できます。

　住民票の写しなど各種証明書を全国のコンビニエン
スストアにあるマルチコピー機で取得できます。
取得できる証明書
住民票の写し、印鑑登録証明書、所得・課税証明書、
戸籍全部（個人）事項証明書、戸籍の附票の写し

氏名、住所、生年
月日、性別が記載
され、顔写真が表
示されます

表　面 裏　面

マイナンバーが記
載され、ICチップ
に、あなたである
ことを証明する電
子証明書が入って
います

利用できるコンビニ
セブン-イレブン、ローソン、ファミリーマート
利用可能時間
午前6時30分～午後11時（年末年始及びシステムメ
ンテナンス等による休止日を除く）

　国民一人ひとりに12桁の番号（マイナンバー）を
付番することで、複数の機関にある個人の情報が、
同一人のものであることを確認できるようにする制
度です。社会保障や税、防災対策の分野で生涯を通
して利用されます。マイナンバーは行政を効率化し、
国民の利便性を高め、公平公正な社会を実現するた
めの社会的基盤なのです。

マイナンバー制度とは あなたのマイナンバー

イナンバーの証明と本人
確認が１枚でできますマ 的な身分証明書になりま

す公 種行政手続きのオンライ
ン申請に使えます各

ンビニで住民票などを取得できますコ

使って便利！マイナンバーカード

☆戸籍全部（個人）事項証明書及び戸籍の附票の写しは月曜～金
曜日（祝日を除く）午前9時～午後5時15分。

特　集
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 「地方公務員法」及び「鶴岡市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に
基づき、職員の給与、職員数、勤務条件等の概要をお知らせします。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
 （平成30年４月１日現在）

区分 経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般
行政職

大学卒 255,400円 321,481円 368,354円

高校卒 229,400円 290,157円 324,300円

技能職 高校卒 該当なし 該当なし 該当なし

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務
　　  している場合、採用後の年数をいいます。

⑥一般行政職の級別職員数の状況（平成30年４月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的
な職務
内容

主事
技師

主事
技師

係長
専門員
主任

主査
係長
専門員

課長補佐
主査 課長 部長

職員数 79人 63人 115人 240人 124人 55人 25人 701人

構成比 11.3％ 9.0％ 16.4％ 34.2％ 17.7％ 7.8％ 3.6％ 100％

（注）１　級区分は、鶴岡市の給与条例によるものです。
　　  ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級の代表的な職名です。

⑦職員の手当の状況
（ア）期末・勤勉手当（平成30年度支給割合）

区分
鶴岡市 国

６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計

期末手当 1.2月分 1.4月分 2.6月分 1.225月分 1.375月分 2.6月分

勤勉手当 0.85月分 0.85月分 1.7月分 0.9月分 0.9月分 1.8月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有 同左

（イ）退職手当（平成29年度）

区分 自己都合 応募認定・定年

支
給
率

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置…
有

１人当たり
平均支給額 2,038万円

（注）１　本市は、山形県市町村職員退職手当
　　　　     組合に加入し、国の制度と同様です。
　　 ２　平均支給額は、平成29年度に退職し
　　　　 た、普通会計に係る職員に支給され
　　　　   た平均額です。

（ウ）その他の手当（平成30年４月１日現在）

区分 鶴岡市 国

扶養
手当

○子　　　　　　　　　　10,000円
○子以外　　　　　　　　    6,500円
○扶養親族である子のうち、満16歳
　の年度初めから満22歳の年度末ま
　での子１人につき5,000円を加算

同左

住居
手当 ○借家　　　　　限度額　27,000円 同左

通勤
手当

通勤距離が片道２km以上に支給
○交通機関利用　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　限度額　55,000円

○交通機関利用　　限度額　55,000円
○自動車等の交通用具使用
　　　　　　　　　限度額　31,600円

管理職
手当

（行政職の例）
　　　　　　　　部長級　66,400円
　　　　　　　　次長級　57,500円
　　　　　　　　課長級　41,600円
　　　　　　　　主幹級　35,300円

（代表例）
本府省・課長（一種）　　    130,300円
本府省・室長（二種）              94,000円
府県単位機関・部長（三種）72,700円
管区機関・課長（四種）　　   62,300円
地方出先機関・課長（五種）46,300円

（エ）時間外勤務手当

支給年額 職員１人当たり
支給額

平成
29年度 3億489万円 年額26万円

平成
28年度 2億6,917万円 年額23万円

（注）支給年額及び職員１人当たり支給額は、
　　  普通会計に係る職員に支給された額です。

（オ）特殊勤務手当（平成29年度）
手当の種類（手当数） 19種類

代表的
な手当
の名称

支給額の
多い手当

○診療研究手当
○診療業務手当
○夜間看護手当

支給職員
数の多い
手当

○夜間看護手当
○放射線取扱業務手当
○診療研究・診療業務手当

（注）代表的な手当の名称は、各区分の上位３つを 
　　     記載しました。

⑧特別職の報酬等の状況（平成30年４月１日現在）

区分 平成30年度
月額 区分 平成30年度

支給割合

給料

市長 914,000円

期末
手当

市長

 　６月期
  　1.55月分

 　12月期
  　1.65月分

 　計
  　  3.2月分

副市長 718,000円 副市長
教育長 635,000円 教育長
監査委員 559,000円 監査委員

病院事業管理者 635,000円 病院事業管理者

報酬
議長 510,000円 議長
副議長 470,000円 副議長
議員 445,000円 議員

人事行政
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鶴岡市人事行政の運営等の状況について①

①部門別職員数（各年度４月１日現在）

区分
職員数（人）

増減
平成29年度 平成30年度

一般
行政

議 会 8 8 0
総 務 208 209 1
税 務 78 75 △ 3
労 働 2 2 0
農林水産 99 99 0
商 工 34 35 1
土 木 89 90 1
民 生 141 137 △ 4
衛 生 95 96 1
小 計 754 751 △ 3

特別
行政

教 育 194 183 △ 11
消 防 204 207 3
小 計 398 390 △ 8

公営
企業
等

病 院 648 645 △ 3
水 道 27 28 1
下 水 道 29 28 △ 1
そ の 他 61 61 0
小 計 765 762 △ 3
合計 1,917 1,903 △ 14

②採用・退職の状況（平成29年度）
区分 採用（人） 退職（人）

行 政 27 37
保 健 師 1 2
保 育 士 0 2
医 師 8 11
医療技術職 12 8
看 護 師 22 18
消 防 士 10 2
技 能 職 0 13

合計 80 93

③職員採用競争試験の状況（平成29年度）
区分 受験者数（人） 合格者数（人） 倍率

上 級 行 政 92 20 4.6
上 級 土 木 3 － －
上 級 建 築 － － －
社 会 人 土 木 3 2 1.5
社 会 人 建 築 1 － －
保 健 師 4 2 2.0
初 級 行 政 27 6 4.5
薬 剤 師 3 3 1.0
診療放射線技師 2 2 1.0
理 学 療 法 士 6 3 2.0
臨床検査技師 6 3 2.0
視 能 訓 練 士 5 1 5.0
病院事務総合職 2 － －
看 護 師 18 16 1.1
消 防 士 40 6 6.7

合計 212 64

１　職員の任免及び職員数に関する状況

①人件費の状況（平成29年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（H30.3.31現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ） 平成28年度の人件費率

127,736人 717億382万円 △8億9,451万円 98億2,476万円 13.7％ 14.4％
（注）人件費には、共済費及び特別職に支給される給料、報酬等も含みます。

②職員給与費の状況（平成30年度普通会計予算）
職員数（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） １人当たりの給与費（Ｂ／Ａ）

1,208人 49億554万円 8億5,962万円 19億5,532万円 77億2,049万円 639万円
（注）１　職員手当には、退職手当を含みません。　２　平成30年度当初予算に計上された一般職の額です。

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
 （平成30年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 340,639円 43歳 7月
技能職 351,222円 52歳 5月

（注） 平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給
　　 の平均です。

④職員の初任給の状況 （平成30年４月１日現在）

区分

鶴岡市 国

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

決定初任給
採用後２年
経過日の
給料月額

一般
行政職

大学卒 182,100円 194,300円
総合職
192,700円 205,100円

一般職
179,200円 191,100円

高校卒 149,300円 157,900円 147,100円 155,500円

２　職員の給与の状況
（注）数値は、平成30年度公務員給与実態調査  （平成30年４月実施）等によるものです。

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111



6■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■問本所職員課☎内線327

７　職員の福祉及び利益の保護の状況
①職員の福利厚生事業の概要
（注）下記の表中の「共済組合」とは山形県市町村職員共済組合を、「互助会」とは山形県市町村職員互助会を指します。

（ア）保健事業の概要（平成29年度）
事業名 事業概要 実施主体

健康診断

○定期健康診断
○各種がん検診
　胃がん検診（40歳以上の職員、30歳以上39歳以下の希望する職員）
　大腸がん検診（40歳以上の職員）
　肺がん検診（40歳以上の希望する職員）
　前立腺がん検診（50歳以上の希望する職員）
　子宮がん検診（20歳以上の希望する職員）
　乳がん検診（30歳以上の希望する職員）

市

市
〃
〃
〃

共済組合
〃

人間ドック ○退職前（退職予定で58歳以上の希望する職員）　  １泊２日
○節目年齢（40歳または50歳の希望する職員）　   １泊２日

互助会
〃

脳ドック ○優先型（45歳の希望する職員）　　　半日
○希望型（46歳以上の希望する職員）　半日

互助会
〃

保健指導 ○特定保健指導（支援対象者で希望する職員） 共済組合

メンタルヘルスケア
○こころの健康相談
○メンタルヘルス研修（担当者向け）
○ストレスチェック

市、共済組合
共済組合
市

（注）主なものを記載しました。

（イ）給付事業の概要（平成29年度）
事項 共済組合 互助会

職員の死亡 ○埋葬料
○遺族厚生年金

○弔慰金

職員の傷病

医療機関に支払うもの
○法定給付の額
職員に支給するもの
○高額療養費
○一部負担金払戻金

○一部負担金補助金

職員の出産 ○出産費 ―

（注）主なものを記載しました。

（ウ）貸付事業の概要（平成29年度）
貸付の種類 最高限度額 貸付利率 実施主体

住宅貸付 1,800万円
2.66％

（H30.1.1～
1.26％）

共済組合
在宅介護
対応住宅
貸付

300万円
2.40％

（H30.1.1～
1.00％）

（注）主なものを記載しました。

②公務災害の発生状況（平成29年度）
公務災害 通勤災害 計

認定件数 32件 3件 35件

③勤務条件に関する措置の要求の状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から給与、勤務時間その
他の勤務条件に関する措置の要求があった場合に、これを審査
し、判定を行い、その結果要求が適当なものと判定した場合に
は、権限を有する機関に必要な勧告を行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成29年度中
要求件数

平成29年度中処理件数 平成29年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

④不利益処分に関する不服申立ての状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員から、懲戒その他その意
に反する不利益処分について不服申立てがあった場合に、これ
を審査し、不服申立てに理由があると認めた場合には処分を取
り消し、修正の採決を行い、また、必要がある場合には、処分
者に対しその処分による不当な取扱いを是正するための指示を
行うものです。
　この事務は、山形県人事委員会に委託しています。

平成29年度中
申立て件数

平成29年度中処理件数 平成29年度末
係属件数却下 判定

０件 ０件 ０件

人事行政
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た鶴岡市人事行政の運営等の状況について②

①営利企業への従事許可
　地方公務員法の規定に基づき、職員は、任命権者の許可な
く、営利企業の役員等への就任、自ら営利企業を営むこと及
び報酬を得て事業に従事することは禁止されています。許可
される場合の主な例として次のものがあります。
○職員が居住地区の消防団員として消火・水防業務等に従事
　する場合
○国勢調査員として業務に従事する場合

②職務専念義務の免除
　地方公務員法の規定に基づき、法律その他条例に特別の定
めがある場合を除き、勤務時間中、職務に専念する義務が課
せられています。例外的に、職務専念義務が免除される場合
の主な例として次のものがあります。
○研修を受ける場合
○厚生に関する計画の実施に参加する場合（山形県市町村職
　員共済組合事業に参加する場合等）

５　職員の服務の状況

①分限処分者数（平成29年度）
　分限処分とは、職員が職務を十
分に遂行できない場合等に、公務
の能率維持と適正運営を目的とす
る処分です。

区分 処分者数（人）
降給 ０
降任 ０
休職 17
免職 ０

②懲戒処分者数（平成29年度）
　懲戒処分とは、職員の非違行為
に対し道義的責任を追及すること
によって公務の規律と秩序の維持
を目的とする制裁的な処分です。

区分 処分者数（人）
戒告　 1
減給 0
停職 1
免職 0

４　職員の分限及び懲戒処分の状況

①一般職員の勤務時間の状況（平成30年４月１日現在）
１週間当たりの勤務時間 勤務開始時刻 勤務終了時刻 休憩時間 １日の勤務時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00～ 13：00 ７時間45分

②各種休暇等の概要
○年次有給休暇　１年につき20日付与（20日を上限に残日数を翌年に繰越し可）
○病気休暇　　　負傷・疾病で療養の必要があり、勤務しないことがやむを得ない場合に認められる有給の休暇
○特別休暇　　　結婚、出産、親族の死亡その他特別の事由のため勤務しないことが相当である場合に認められる有給の休暇
○介護休暇　　　配偶者、父母、子等の負傷、疾病または老齢によって２週間以上にわたり日常生活を営むのに支障のある者を介
　　　　　　　　護するため、勤務しないことが相当である場合に認められる無給の休暇
○育児休業　　　子が３歳に達する日までを限度とした無給の休業（子が小学校就学の始期に達するまでに限り認められ、勤務時
　　　　　　　　間に応じて有給の「育児短時間勤務制度」もあり）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

①研修の状況（平成29年度）

研修体系 研修目的 研修内容・派遣機関 受講
延人数（人）

一般研修
職務遂行に必要な知識、技
能、態度等を修得するため
に行う階層別研修

新規採用職員研修
主事級職員研修
係長級職員研修
課長補佐・主査級職員研修

324

特別研修 より専門的な知識や技能等
を修得するために行う研修

人事評価制度研修
パワーアップ研修 170

派遣研修 職員を各種研修機関に派遣
して行う研修

市町村アカデミー
山形県市町村職員研修所
自治大学校

72

自主研修
市行政の能率的な運営に資
するため、職員の自己啓発
意欲に基づく自主的な研修

21個人
2団体（75名参加） 96

合計 662

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
②勤務評定の状況（平成29年度）
（ア）昇給の場合
　毎年１月１日現在において、原則とし
て各職員の前１年間の勤務成績を判定し、
その結果、昇給を決定しています。

（イ）昇格の場合
　昇任の時期または昇格基準を満たした
時期に、各職員の当該職務の級に在級し
ている全期間の勤務成績を判定し、その
結果、昇格を決定しています。

（注）昇格とは、給与条例に基づく級が上
　　  がることです。昇任とは、上位の職
　　  （職名）になることです（4ページ「⑥
　　  一  般行政職の級別職員数の状況」の
　　  表参照）。

（注）派遣研修の研修内容・派遣機関については、主なものを記載しました。



8

　

充
電
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
っ
た
。

体
で
は
な
く
携
帯
電
話
の
こ
と
で
あ
る
。
年

始
の
貴
重
な
休
み
、
い
つ
使
え
な
く
な
る
か

と
心
配
に
な
り
、
携
帯
電
話
の
更
新
に
出
掛

け
た
。

　

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
得
意
で

は
な
い
が
、
何
と
か
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
と
、
世
の
中
に
追
い
付
こ
う
と
努
力
し
て

き
た
。
役
人
生
活
で
も
、
効
率
よ
く
仕
事
を

す
る
た
め
の
道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
内

閣
官
房
で
Ｉ
Ｔ
政
策
の
企
画
・
立
案
そ
の
も

の
に
も
携
わ
っ
た
。

　

大
容
量
の
通
信
網
の
整
備
は
道
路
整
備
と

同
じ
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
当
た
る
。
ま
ず
は

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
通
信
網
に
文

字
情
報
や
映
像
が
流
れ
る
。
情
報
は
、
言
わ

ば
道
路
を
走
る
車
。
そ
し
て
様
々
な
魅
力
的

な
情
報
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
を
増
や
し
、
国
民

の
Ｉ
Ｔ
利
活
用
を
進
め
る
。
約
20
年
前
、
当

時
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
は
分
か
り
や
す
か
っ
た
。
倉

庫
に
大
量
に
書
類
を
保
存
す
る
損
保
業
界
の

意
向
を
受
け
、
今
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た

税
務
関
係
書
類
等
の
電
子
保
存
を
認
め
る
法

整
備
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
懐
か
し
い
。「
な

ぜ
恐
竜
が
滅
ん
だ
の
か
。
変
化
に
対
応
で
き

な
か
っ
た
か
ら
だ
」、
と
い
う
こ
と
は
そ
の

当
時
学
ん
だ
印
象
深
い
言
葉
だ
っ
た
。

　

時
代
は
変
わ
っ
た
。
た
か
が
携
帯
電
話
の

充
電
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
く
な
っ
た
。

体
で
は
な
く
携
帯
電
話
の
こ
と
で
あ
る
。
年 （13）

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

申告書は郵送で提出できます
　お送りした申告書に同封されている返信用封筒に次の
書類等を入れ、切手を貼って郵送してください。なお、
本人確認書類の返却はできませんのでご注意ください。
　・必要事項を記入した申告書
　・控除証明書等（社会保険料や生命保険料の証明書等）
　・医療費の明細書等
　・本人確認書類（マイナンバーカードのコピーまたは
　　マイナンバー確認書類と身元確認書類のコピー）

自書が難しい場合は申告会場で申告を受け付けます
　各地域庁舎会場は前日までに予約が必要です。申告書
と必要書類、本人確認書類をお持ちください。また、営
業や農業の収支計算、医療費控除の集計等を済ませてか
らお越しください。
■申告期間
　２月18日○月～３月15日○金午前９時～午後４時
■予約受付期間
　２月７日○木～３月14日○木午前９時～午後４時
■申告会場

税

■問本所課税課☎内線243

所得税の確定申告等をする方へ市・県民税の申告をする方へ

申告・納税期限
▷所得税・復興特別所得税、贈与税…３月15日○金
▷個人事業者の消費税…４月１日○月
※所得税と復興特別所得税、消費税は振替納付で
きます。振替納付日は、所得税と復興特別所得税
が4月22日○月、消費税が24日○水です。

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で作成できます
▷電子申告（e-Tax）または印刷して郵送等で提出
　することで税務署へ行かなくても申告できます
▷ 確定申告期間は24時間利用できます（月曜日
の午前０時～８時30分を除く）

▷自動計算のため計算誤りのない申告書を作成で
　きます
▷ マイナンバーカードやICカードリーダライタ
をお持ちでない方は、「ID・パスワード」方式
で利用できます

▷ e-Taxで提出する場合は本人確認書類の提示ま
たは写しの添付が不要です

▷ 作成したデータを保存すれば、そのデータを翌
年以降の申告でも利用することができます

申告書作成会場を開設します
■期間　２月18日○月～３月15日○金（土曜・日曜
　　　　日を除く）午前10時～午後4時
■会場　エスモール２階

※どの会場でも申告を受け付けます。
※上表の予約電話番号は予約受付期間のみ通話可能です。

庁舎 会場 予約電話番号
本所 ２階201会議室 予約不要
藤島 ３階大会議室 ☎64‐4321
羽黒 ２階会議室 ☎62‐2127
櫛引 １階第１会議室 ☎57‐2125
朝日 ４階大会議室 ☎53‐2157

温海
２月18日○月・19日○火木野俣集落センター
２月20日○水～25日○月鼠ヶ関公民館
２月26日○火・27日○水山五十川公民館
２月28日○木～温海庁舎５階501会議室

☎43‐2176
※鶴岡税務署には設置されませんのでご注意ください。

確定申告に関する相談
　鶴岡税務署☎22‐1401にお問合せください
（音声案内に従い「０」を選択してください）。
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機
種
を
変
更
す
る
だ
け
だ
が
、
料
金
設
定
、

機
種
の
機
能
、
契
約
の
内
容
、
い
ず
れ
も
複

雑
で
、
な
ん
と
か
食
ら
い
付
く
も
、
こ
れ
で

は
高
齢
者
に
は
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
だ
ろ
う

と
、
心
配
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
を
心

配
し
な
が
ら
店
を
出
た
。

　

１
月
４
日
か
ら
は
名
刺
交
換
会
を
皮
切
り

に
、
地
域
や
団
体
の
新
年
会
が
続
い
た
。
年

始
に
ふ
ら
り
と
参
加
し
た
空
手
道
場
の
餅
つ

き
大
会
で
は
、
小
学
生
か
ら
「
相
手
に
勝
て

な
い
自
分
に
勝
つ
」
と
い
う
名
言
を
聞
い

た
。
初
稽
古
の
際
に
挨
拶
を
求
め
ら
れ
た
私

が
、「
己
に
勝
つ
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し

た
こ
と
に
触
発
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
餅
を
頰

張
り
な
が
ら
、
な
ん
と
も
哲
学
的
な
言
葉
が

飛
び
出
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
の
豊
か

さ
、
柔
ら
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

新
文
化
会
館
整
備
を
め
ぐ
り
、
公
約
に
掲

げ
た
市
長
給
与
の
３
割
カ
ッ
ト
が
成
立
し
て

迎
え
た
正
月
。
自
ら
身
を
切
る
、
市
政
を
前

進
さ
せ
る
、
そ
の
思
い
が
な
ん
と
か
形
に
な

っ
た
こ
と
で
、
す
が
す
が
し
い
新
年
と
な
っ

た
。「
相
手
に
勝
て
な
い
自
分
に
勝
つ
」、
意

固
地
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
政
治
も
己
と

の
戦
い
だ
。

　

平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ
る
。
変
化
に
対

応
す
る
、
そ
う
頭
を
巡
ら
す
自
分
と
、
年
始

の
数
あ
る
会
合
の
中
で
も
、
地
元
・
森
片
の

公
民
館
で
の
新
年
会
が
、
や
っ
ぱ
り
一
番
落

ち
着
く
な
、
と
思
う
自
分
が
い
る
。
高
齢
者

を
含
む
利
用
者
に
優
し
い
世
の
中
を
つ
く
る
、

そ
ん
な
市
政
に
し
た
い
。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　
　

税の申告はお早目に！　３月15日○金まで

２月18日○月から申告書提出ポストを設置します

　市・県民税申告書と確定申告書を提出することが
できます。確定申告書はそのまま鶴岡税務署に送付
しますので、本人控えは入れないでください。なお、
受付印を押すことはできません。

■設置期間
　２月18日○月～３月15日○金午前９時～午後４時
■設置場所
　本所課税課及び各地域庁舎

　税の申告は、その内容が市・県民税、国民健康保
険税、所得・課税証明書などの資料となる大切なも
のです。本市では、年金・給与以外の所得があり市・
県民税の申告義務がある方と、所得確認が必要な方
へ、申告書を１月29日に発送しました。
※申告書が届いた方で､ 収入がない場合は申告書裏
面に状況を記入の上、本所課税課に提出してくださ
い。

市・県民税申告書が必要な方は…
　本所課税課に問い合わせるか、市HPから
ダウンロードしてください。

　   申告にはマイナンバーが必要です

　市・県民税申告書や確定申告書にはマイナンバ
ーを記入する必要があります。納税者本人のもの
だけでなく、控除対象配偶者や扶養親族、事業専
従者のマイナンバーも記入する必要があるのでご
留意ください。
　また、提出の際には次の確認書類等が必要です。
▷マイナンバーカードをお持ちの方
　マイナンバーカード

※申告書が届いていない方でも、年末調整済給与
のほかに20万円以下の所得がある方や、400万
円以下の公的年金収入のみの方で、控除を追加し
たい方等は市・県民税申告をしてください。

※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者の本人確認のための書類の添付は不要です。
※代理の方が申告する場合は、納税者本人のマイナンバー確認のほかに代理権の確認と代理人の身元
確認を行いますので、送付された市・県民税申告書と代理人の身元確認書類、納税者のマイナンバー
カードまたはマイナンバー確認書類のコピーを準備してください。

▷マイナンバーカードをお持ちでない方
　①マイナンバー確認書類（いずれか１つ）
　　・通知カード
　　・マイナンバーが記載されている住民票
　②身元確認書類（いずれか１つ）
　　・運転免許証
　　・公的医療保険の被保険者証
　　・パスポート
　　・身体障害者手帳
　　・在留カード　など



10■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

保
険
料
が
月
額
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

▼
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
免
除　

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者　

②
出
産
日
が
２
月
１
日

○金
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
（
死

産
・
流
産
・
早
産
を
含
む
）　

■
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間
）　

■
届
出
開
始　

４
月
１
日
○月
（
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か

ら
届
出
可
）　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
は
、
年

金
か
ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で

す
が
、
次
の
方
は
納
付
書
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
付
書
兼
納
付
済
通
知
書
）
で
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
に
記

載
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
差
引
き
対
象
の
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満

の
方　

▽
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を

超
え
る
方　

▽
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
方
（
昨
年
６
月
１
日
以
降
に

加
入
し
た
方
は
、
今
年
度
の
保
険
料
の
全
額

を
納
付
書
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）　

▽
保
険
料
額
が
途
中
で
変
更
に
な
っ
た
方

（
保
険
料
額
の
変
更
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
が

途
中
で
停
止
と
な
っ
た
方
、
保
険
料
が
増
額

と
な
っ
た
た
め
追
加
で
納
め
る
保
険
料
が
発

生
し
た
方
に
、
保
険
料
の
変
更
通
知
と
併
せ

て
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
）

▼
口
座
振
替
に
つ
い
て　

納
付
書
が
届
い
た

方
で
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
金
融
機

関
等
で
手
続
き
を
す
る
と
本
人
ま
た
は
家
族

の
口
座
か
ら
、
口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
を

過
ぎ
た
保
険
料
は
引
き
落
と
さ
れ
な
い
た
め
、

納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
以
前

に
国
民
健
康
保
険
等
で
使
用
し
て
い
た
振
替

口
座
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に

口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

２
月
は
児
童
手
当
の　
　
　

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
3
回
（
６
月
・

10
月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
月
に
支

給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
昨
年
10
月
〜
今
年

１
月
分
で
、
２
月
15
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

若
者
定
着
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
（
地
方
創
生
枠
）
募
集

　

若
者
の
地
元
回
帰
・
定
着
を
促
進
す
る
た

め
、
県
と
市
が
連
携
し
、
対
象
者
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。 

期
に
日
本
医
師
会
等
が
主
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。
協
力
医
療
機
関（
２
月
中
旬
に
市
HP

に
掲
載
予
定
）で
は
、
こ
の
期
間
、
ふ
だ
ん

よ
り
受
け
や
す
い
日
時
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

受
け
忘
れ
て
い
る
予
防
接
種
が
な
い
か
母
子

健
康
手
帳
で
確
認
し
、
こ
の
機
会
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
（
接
種
の
際
は
医
療
機
関
に
要
予

約
）。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て　

修
学
旅
行
や
留
学
、
進
学
、
就
職
等

の
際
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

２
回
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
し
ん
は

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ

て
く
る
子
供
に
障
害
が
残
る
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
、
定
期
接
種
の
対

象
期
間
内
に
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
２

年
金
・
税

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
保
険
料
の
前
納
制
度　

保
険
料
を
６
か
月

・
１
年
・
２
年
単
位
で
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
「
前
納
」
を
利
用
す
る
と
割
引
さ
れ
ま
す

（
長
い
順
に
割
引
額
増
）。

■
手
続
期
限　

２
月
28
日
○木
（
５
月
７
日
○火

に
振
替
〈
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
可
〉）

▼
保
険
料
の
早
割
制
度　

通
常
の
納
付
期
限

は
翌
月
末
で
す
が
、
そ
の
月
の
末
日
に
口
座

振
替
で
納
付
す
る
「
早
割
」
を
利
用
す
る
と
、

市
政

臨
時
技
能
職
員
募
集

■
職
種　

学
校
技
能
士
、
調
理
員　

■
募
集

人
数　

若
干
名
（
書
類
選
考
後
、
随
時
面
接

を
実
施
）　

■
雇
用
期
間　

６
か
月
以
内（
選

考
で
再
度
の
任
用
あ
り
。
小
・
中
学
校
の
長

期
休
業
期
間
な
ど
、任
用
の
な
い
期
間
あ
り
）　

■申
履
歴
書
を
お
持
ち
の
上
、
管
理
課
（
櫛
引

庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
１
へ　

■他
申
込
み
時

に
臨
時
職
員
登
録
が
必
要

藤
沢
周
平
記
念
館

学
芸
員
募
集

■
職
種　

学
芸
員
（
嘱
託
職
員
）　

■
受
験

資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
４
年

制
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方　

②
学
芸
員
資
格
を

有
す
る
方
ま
た
は
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方　

■
募
集
人
数　

１
人　

■申
２
月

15
日
○金
ま
で
提
出
書
類
等
を
同
館
☎
29
‐
１

８
８
０
へ　

■他
市
HP
。
２
月
４
日
○月
〜
８
日

○金
は
休
館

健
康
・
福
祉

３
月
１
日
○金
〜
７
日
○木
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
感
染
症

か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時
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■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
県
内
高
校

を
卒
業
し
、
大
学
等
に
進
学
予
定
ま
た
は
在

学　

②
日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
奨
学
金

（
無
利
子
）
の
貸
与
を
受
け
る　

③
大
学
等

を
卒
業
後
、
６
か
月
以
内
に
市
内
に
居
住
・

就
業
し
3
年
間
継
続
す
る
見
込
み　

④
指
定

の
産
業
分
野
へ
就
職
を
希
望　

■
返
還
支
援

額　

奨
学
金
の
返
還
残
額
と
認
定
後
貸
与
を

受
け
た
月
数
に
２
万
６
、
０
０
０
円
を
乗
じ

た
額
の
う
ち
、
低
い
方
の
額　

■申
２
月
20
日

○水
ま
で
管
理
課
☎
57
‐
４
８
６
１
へ

生
活
・
そ
の
他

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
の
届
出
は
お
早
目
に

▼
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
４
月
１
日
で

す　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
、
小
型

二
輪
車
等
を
廃
車
あ
る
い
は
譲
渡
す
る
方
、

ま
た
は
相
続
し
た
方
は
、
廃
車
届
や
名
義
変

更
届
が
必
要
で
す
。
３
月
末
は
窓
口
が
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
廃
車
等
を
す
る
場
合

は
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
…

本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

▽
軽
自
動
車
…
軽
自

動
車
検
査
協
会
（
三
川
町
）
☎
０
５
０
‐
３

８
１
６
‐
１
８
３
６
ま
た
は
県
自
家
用
自
動

車
協
会
田
川
支
部
☎
24
‐
１
５
２
２
へ　

▽

軽
二
輪
車
…
軽
自
動
車
協
会
（
三
川
町
）
☎

68
‐
０
６
１
１　

▽
小
型
二
輪
車
…
山
形
運

輸
支
局
庄
内
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
（
三

川
町
）
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
４

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
６　

■他
軽
自
動

車
・
小
型
二
輪
車
に
関
す
る
問
合
せ
の
際
は

車
検
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い　

２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

ム
リ
な
く
楽
し
く
省
エ
ネ
を
！

　

寒
さ
の
厳
し
い
２
月
は
、

１
年
の
う
ち
で
も
特
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
大
し
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
資
源
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
践
し
て
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

▼
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
省
エ
ネ
活
動
の
例　

▽
肌
寒
い
と
き
は
１
枚
余
分
に
着
る　

▽
暖

房
は
室
温
20
度
を
目
安
に
温
度
を
調
節
す
る

▽
丈
の
長
い
厚
目
の
カ
ー
テ
ン
を
使
い
、
冷

気
の
侵
入
を
防
ぐ　

▽
暖
房
機
器
や
電
気
製

品
の
不
必
要
な
つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な
い

▽
電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な
い
と
き
は
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く　

▽
電
気
・

ガ
ス
・
石
油
機
器
等
を
買
う
と
き
は
省
エ
ネ

性
能
の
高
い
も
の
を
選
ぶ　

▽
冷
蔵
庫
内
は

季
節
に
合
わ
せ
て
温
度
を
調
節
し
、
物
を
詰

め
込
み
過
ぎ
な
い　

▽
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は

こ
ま
め
に
止
め
る　

▽
車
の
運
転
で
は
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践
し
て
燃
費
効
率
の
向
上

を
図
る

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
」

宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

■内
余
慶
町
公
民
館
の
建
設　

■問
本
所
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
１

新文化会館建設に関する調査・検証の結果と対応について
荘銀タクト鶴岡

■問本所総務課☎内線313

■ 答申の主な指摘事項
１ 工事費の増額要因
　建設物価の高騰などに加え、建物の特殊性から仮
設工事等の経費が特に増大した。
２ 工事内容の変更
　建設工事契約後に、強度・遮音性を高めるための
屋根下地の変更、大ホール天井等の取付補強の変更、
維持管理軽減のための点検と修理用の足場等の追加
が行われたが、これらは設計段階で対応すべきであ
った。
３ 設計変更の手続き
　業者への文書による指示で設計変更が繰り返し行
われたが、実質的に増額の契約変更であり、その際
に議会の議決がされなかったことは違法である。最
終的な議決により瑕疵（かし）は治癒されたが、議決
することを全く考慮しなかったことは市政の執行責
任という点で問題である。
４ 屋根・外壁の凹凸
　類似建物の仕上げによく見られるパターンであり、
設計・施工ミスには該当しないが、事前に市民の理

　新文化会館建設に関し、多くの市民の皆様から建設計画の経緯や建設工事費・契約の経過等について様々
なご指摘を受け、しっかりと検証する必要があったことから、昨年５月15日に３人の第三者専門委員（法律・
行政法・建築設計）に調査・検証を諮問し、11月14日に答申がありました。その概要と対応は次のとおりです。

解を得ておくべきであった。
■ 委員の提言
　○ 経過も含めた意思決定の過程を検証できるよう
文書を適正に作成管理すべき

　○ 市政の問題については市民に説明し、納得を得
る機会を設けるべき

　○ 市民に不安や不満を抱かせたことを反省し、信
頼回復に努め愛される文化会館に

【答申、提言を受けての対応】
　○ 適切な文書の作成と管理に取り組むよう市長が
訓を発令

　○ 当時の関係部課長３人を訓告
　○ 市長給与を減額（任期４年間の３割分に相当）
　なお、今般、市政の執行責任を指摘された工事契
約の変更手続きについては、平成30年１月に「市
建設工事の契約、契約変更の手続き」を策定済み。
　また、議会においては、市長部局の対応とは別に、
議長が今後の対応を議会改革特別委員会に諮問し、
３月定例会までに答申される予定。
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

藤島 藤島イルミネーション　Hisu花 de ないと 2018

＜藤島歴史公園「Hisu花」＞

「５、４、３、２、１、点灯！」。幼稚園児たちがボ
タンを押すと、公園内に光が満ちました。約13
万個の電球が作り出す幻想的な世界に、訪れた

12.23
人々はうっとり。東田川文化記念館内には、ジェ
ルキャンドル作りなどの体験コーナーや物販
ブースが設けられ、多くの人でにぎわいました。

「ハイッ！」「ヤー！ヤー！」。梯
はしご

子乗り纏
まとい

振り隊
が、威勢のいい掛け声とともに次々に技を披露
します。消防関係者の仕事始めとして江戸時代

1 . 12
から行われている伝統行事に、消防職員と各方
面隊の団員約500人が結集。沿道の市民を前に
勇壮な姿で行進し、消防の心意気を示しました。

鶴岡 鶴岡市消防出初式

＜市役所本所前＞



13 広報つるおか　2019 . 2

山伏修行「秋の峰入り」を体験した写真家
の内藤正敏氏。出羽三山を独特の世界観
で映し出した作品が公開されています。

11.30
～
4 .15

羽黒 収蔵写真展「内藤正敏が映す出羽三山の世界」

＜いでは文化記念館＞

櫛引 たらのきだいスキー場開き・安全祈願祭

関係者約30人が参加。圧雪車のおはら
いなどが行われ、今シーズンのにぎわい
と利用客や職員の安全を祈願しました。

12.22

＜櫛引たらのきだいスキー場＞

朝日 大網田麦俣長生会 全国老人クラブ連合会会長表彰

高齢者が生きがいを感じながら、地域に
密着した活動をしていることが認められ、
優良老人クラブとして表彰されました。

12.13

＜朝日庁舎＞

温海 なし団子

「良い年になりますように」。子供たちが、
お餅とみかん、願い事や目標などを記し
た短冊を鮮やかに飾り付けました。

12.30

＜関川しな織の里ぬくもり館＞

鶴岡 鶴岡アートフォーラム 新春ライブ

同館では初めての企画。市内団体が新年
を祝い琴や尺八、バンド演奏、二胡、三味
線、舞踊を披露し観客を楽しませました。

1 . 5

＜鶴岡アートフォーラム＞

温海 しゃりん寒鱈まつり

鼠ヶ関港で水揚げされた鱈
たら

をふんだんに
使った熱々の寒鱈汁に、大勢の行楽客が
舌鼓を打ちました。「おいしいねー！」。

1 . 13

＜道の駅「あつみ」しゃりん＞



14

催
し

企
画
展
示「
〜
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
〜 

日
本
遺
産

認
定
記
念
展
示 

山
形
が
輩
出
し
た
偉
人
と
酒
田
の
発
展
」

■日
３
月
17
日
○日
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
５

時　

■場
・
■問
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
26
‐
５
６
４
２

郷
土
ゆ
か
り
の
企
画
展
覧
会「
庄
内
の
美
術
家

た
ち
14　

黒
崎
研
堂  

松
平
穆
堂  

土
屋
竹
雨
」

■日
２
月
2
日
○土
〜
３
月
3
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
１
０
０
円　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０　

■他
学
芸

員
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
２
月
10
日
○日
・

24
日
○日
午
後
２
時
）
あ
り
。
HP

鶴
岡
養
護
学
校　
　
　
　

「
中
学
部
き
て
ー
ね
バ
ザ
ー
」

■日
２
月
８
日
○金
午
前
11
時
〜
11
時
50
分　

■内

中
学
部
作
業
班
の
製
品
を
販
売　

■場
・
■問
同

校
☎
24
‐
５
９
９
５

藤
沢
周
平
記
念
館　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
題
名
書
道
展

■日
２
月
９
日
○土
〜
26
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
書
道
部
が
藤

沢
作
品
を
読
み
、
印
象
に
残
っ
た
作
品
の
題

名
を
書
道
で
表
現　

■費
入
館
料　

■場
・
■問
同

館
☎
29
‐
１
８
８
０

出
会
う
、
つ
な
が
る　
　
　

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ 

ふ
ゆ

■日
２
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■内
ス
ト
ー
リ
ー
が
詰
ま
っ
た
農
産
物
・
加
工

品
・
雑
貨
等
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■問

櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課
内
「
鶴
岡
ま
ち
づ
く

り
塾
櫛
引
グ
ル
ー
プ
」
事
務
局
☎
内
線
２

１
６　

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

世
界
一
明
る
い
視
覚
障
害
者　
　
　

成
澤
俊
輔
氏
講
演
会　
　
　

■日
２
月
10
日
○日
午
後
１
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■定
先
着
１
０

０
人　

■内「
大
丈
夫
、
働
け
ま
す
。」　

■費
５

０
０
円　

■申
み
ん
な
で
つ
く
る
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
鶴
岡

新
卒
者
の
早
期
離
職
防
止
事
業　
　
　
　
　

▼
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー　

■日
２
月
12
日
○火
午
後

２
時　

■場
酒
田
産
業
会
館
（
酒
田
市
）　

■対

庄
内
地
域
の
企
業
・
事
業
所
等
の
経
営
者
、

人
事
担
当
者
30
人　

■内
事
例
紹
介
、
講
演
・

情
報
交
換
・
山
形
県
の
関
係
事
業
紹
介
（
■師

松
坂
暢
浩
氏
〈
山
形
大
学
准
教
授
〉）

▼
庄
内
地
域
同
期
会
「
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
」　

■日
２
月
19
日
○火
午
後
１
時
30
分
〜
7

時　

■場
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■対
庄
内
地

域
の
企
業
・
事
業
所
等
の
新
社
会
人
（
1
年

〜
3
年
目
程
度
）
50
人　

■内
社
会
人
の
先
輩

に
よ
る
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
等　

■師
山
本
一
輝
氏
（
Ｉ
ｄ
ｅ

ａ　
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ

代
表
）　

■費
２
、
０
０
０

円
（
交
流
会
費
）

▼
共
通　

■申
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済

課
☎
66
‐
５
４
８
７

保
育
園
合
同
卒
園
展 「
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

つ
る
お
か
こ
ど
も
美
術
館
２
０
１
９
」

■日
２
月
16
日
○土
〜
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

■内
今
年
度
卒
園
児
の
作
品
展
示　

■場

・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２

６
０朝

日
地
域
の
食
材
を
使
っ
た
懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
２
月
16
日
○土
、
３
月
２
日
○土
・
23
日
○土
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■費
１
皿
１
０
０

円　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１

４
５
５月

山
あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り

■日
２
月
17
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■場

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
駐
車
場
等　

■内
い
ろ
り

端
で
昔
話
と
あ
ら
れ
煎
り
体
験
（
■費
１
０
０

円
）、
雪
ん
こ
ち
ゃ
ん
に
大
変
身
（
■費
２
０

０
円
）、
か
ん
じ
き
作
り
実
演
・
体
験
（
■定

先
着
10
人
〈
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
〉

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
２
月
12
日
○火
ま
で
）、

あ
さ
ひ
屋
台
村
、

雪
つ
り
橋
散
歩
、

幸
福
の
フ
キ
ま
じ

な
い
体
験
、
け
っ

つ
滑
り
コ
ー
ナ
ー
、

巨
大
熊
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
冬
の
月
山
ダ

ム
見
学
ツ
ア
ー
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
雪
だ
る
ま
等　

■申
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
内
「
同
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
内
線
３
５
２　

■他
市

HP
発
掘
！
ち
ょ
っ
と
昔
の
16
ミ
リ
映
画
会

〜
お
と
な
の
た
め
の
名
画
館
〜

■日
２
月
21
日
○木
午
後
３
時　

■定
先
着
30
人

■内『
私
た
ち
の
井
戸
端
会
議
』『
路
』　

■場
・

■問
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０

庄
内
水
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

■日
２
月
22
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
グ
ラ
ン

ド
エ
ル
・
サ
ン　

■定
先
着
１
５
０
人　

■内
講

演
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
稲
作
の
基
本
技
術
」
藤

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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ミ
ニ
歌
謡
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み
抽
せ
ん
会
等

■費
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
。

抽
せ
ん
券
付
き
。
電
話
予
約
可
）　

■申
あ
つ

み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

〜
城
下
町
鶴
岡
の
春
〜
お
雛
様

め
ぐ
り
＆
雛
菓
子
づ
く
り
体
験

■日
３
月
３
日
○日
午
前
９
時
10
分
（
鶴
岡
商
工

会
議
所
会
館
集
合
）　

■内
市
内
観
光
施
設
に

あ
る
お
雛ひ
な

様
の
歩
き
巡
り
、
雛
菓
子
作
り
体

験　

■費
５
０
０
円
（
入
館
料
、
菓
子
代
等
）

■申
２
月
15
日
○金
ま
で
同
会
議
所
☎
24
‐
７
７

１
１
へ大

鳥
で
残
雪
か
ん
じ
き
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
体
験

■日
３
月
３
日
○日
午
前
10
時　

■定
20
人　

■内
猟

白

社 

春
季
展

■日
３
月
２
日
○土
〜
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
（
10
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
白

社　
　

　
　

あ
つ
み
温
泉

摩
耶
山
新
酒
ま
つ
り

■日
３
月
２
日
○土
午
後
３
時
〜
６
時　

■場
あ
つ

み
温
泉
朝
市
広
場　

■内
新
酒
「
摩
耶
山
」
と

摩
耶
山
を
使
っ
た
カ
ク
テ
ル
の
飲
み
放
題
、

師
と
松
平
山
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ヤ
マ
ド
リ

汁
の
昼
食　

■費
大
人
…
２
、０
０
０
円　

中

学
生
以
下
…
１
、０
０
０
円　

■場
・
■申
２
月

27
日
○水
ま
で
大
鳥
自
然
の
家
☎
55
‐
２
９
４

６
へ　

■他
無
料
送
迎
バ
ス
運
行
（
市
役
所
本

所
発
着
）

復
興
支
援
公
演　
　
　
　
　
　

鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
３
月
３
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■内
岩
手
県
佐

比
内
金
山
太
鼓
（
特
別
出

演
）、由
良
八
乙
女
太
鼓
、ふ

じ
し
ま
太
鼓
鼓
粋
、念
珠
関

辨
天
太
鼓
創
成
会
、朝
日
祥

雲
御
山
太
鼓
ほ
か　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円　

井
弘
志
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

■申
本
所
農
政
課
☎
内

線
５
５
４　

■他
同
学
部
食
料
生
命
環
境
学
科

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
の
一
般
公
開
を
同
時

開
催星

と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
夜
ふ
か
し
動
物
園
」

■日
２
月
23
日
○土
、
３
月
２
日
○土
午
前
11
時
、

午
後
2
時　

■内
星
座
や
神
話
を
音
楽
と
生
解

説
で
紹
介　

■費
３
歳
以
上
…
60
円　

高
校
生

以
上
…
１
４
０
円　

■場
・
■問
中
央
公
民
館
☎

25
‐
１
０
５
０　

つるおか食文化フォーラム  ～伝えたい 鶴岡の食を～

■日　時　２月16日○土午後１時30分
■会　場　先端研究産業支援センター
■定　員　先着120人
■内　容

　 ▽基調講演
　　 「 Googleと連携したデジタルマーケティングで鶴岡の情報を

分析」渡邉賢一 氏（元気ジャパンソーシャルプロデューサー）
　 ▽事業報告会
　　①昭和女子大学の学生が提案する「食を活かした体験型インバ
　　　ウンドプログラム」　　
　　②辻調理師専門学校の学生が鶴岡の「食と農」で体感した「皿
　　　の外側の世界」
　　③イタリア食科学大学、世界の食の専門家等が体感した「鶴岡
　　　の食文化の魅力と価値」

　 ▽シンポジウム　
　　テーマ「食でつながる　未来へつなげる」
　　ファシリテーター　渡邉賢一 氏
　　パネラー　小山伸二 氏（辻調理師専門学校メディアプロデュー　　
　　　　　　　サー）
　　　　　　　志摩園子 氏（昭和女子大学教授）
　　　　　　　三好曜子 氏（㈱GEN  JAPANディレクター）
　※取り組みを紹介するパネル展示と意見交換ブースを設置します。

■申本所食文化創造都市推進課☎内線527

藤沢周平生誕90年特別企画展関連イベント

■日　時　３月17日○日午後２時
■会　場　荘内神社参集殿
■定　員　300人（応募多数の場合　　
　　　　　は抽せん）
■朗　読　小林綾子 氏（女優）

『三屋清左衛門残日録』を読む
■朗読会

■応募方法
　 ▽郵送
　　 ハガキ（１枚につき１人）に、氏名・住所・ 　
　　電話番号をご記入の上、藤沢周平記念館朗読　　
　　 会係（〒997‐0035市内馬場町４‐６）まで
　　お送りください。
　 ▽来館
　　同館の受付で、所定の用紙にご記入ください。
■応募締切　２月21日○木（当日消印有効）
　※応募は１人につき１枚限り有効。
　※ ２月28日頃までに、当選者に入場券を郵送
します。

■問藤沢周平記念館☎29‐1880
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■申
鶴
岡
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会　

　
　

東
田
川
文
化
記
念
館
明
治
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
お
と
ず
れ　

川
田
麻
美
コ
ン
サ
ー
ト

■日
３
月
９
日
○土
午
後
２
時　

■費
大
人
…
１
、

５
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料
（
要
整
理

券
）　

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
２
５
３
７

地
域
人
口
分
析
・
予
測
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
報
告
講
演
会

■日
３
月
10
日
○日
午
後
2
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
１
０
０
人　

■内「
田

園
回
帰
の
時
代
〜
鶴
岡
に
人
と
仕
事
を
と
り

も
ど
す
〜
」
藤
山
浩
氏
（
持
続
可
能
な
地
域

社
会
総
合
研
究
所
所
長
）　

■申
本
所
地
域
振

興
課
☎
内
線
５
９
８

鎌
田
邦
裕
・
田
呈
媛　
　
　
　

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
オ
リ
サ
イ
タ
ル

■日
３
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
後
７
時　

■場
鶴

岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
大
人
…
１
、
５

０
０
円　

学
生
…
１
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ

ッ
ト
取
扱
い　

鶴
岡
楽
器
㈱　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
未
就
学

児
は
入
場
不
可

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
２
月
６
日
○水
・
22
日
○金
、
３
月
６
日
○水
・

22
日
○金
、
４
月
３
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上　

■費
３
０
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育

館
☎
64
‐
２
１
４
３

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の

交
流
・
相
談
・
情
報
交
換
に

▼
ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ　

■日
２
月

７
日
○木
、
３
月
７
日
○木　

■内
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
の
交
流
や
相

談
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講

話
、
介
護
者
交
流　

■費
各
日
１
０
０
円

▼
認
知
症
を
理
解
す
る
教
室　

■日
３
月
10
日

○日　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知
る
〜
認
知
症
か

な
？
と
思
っ
た
ら
〜
」
丸
谷
宏
（
荘
内
病
院

神
経
内
科
主
任
医
長
）

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課

☎
内
線
５
３
３
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

▼
社
交
ダ
ン
ス　

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い
２
、
０
０

０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
０
０
０
円

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球　

■日
毎
週
土
曜
日
午

後
7
時　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払
い

２
、
０
０
０
円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、

０
０
０
円

▼
真
冬
の
養
生
ヨ
ガ
（
全
５
回
）　

■日
2
月

8
日
・
15
日
・
22
日
、
3
月
8
日
・
15
日
の

金
曜
日
午
前
10
時　

■定
15
人　

■費
５
、
０
０

０
円　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
健
康
大
学

も
し
か
し
て
認
知
症
？
そ
の
時
役
立
つ
情
報
提
供（
全
２
回
）

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
２
月
14
日
○木
午
後
１

時
30
分
・
致
道
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
富
樫
千
代

美
（
荘
内
病
院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）　

調
理
編
…
22
日
○金
午
前
10
時
・
中
央
公
民
館

女
性
セ
ン
タ
ー
・
小
林
恵
美
氏
（
管
理
栄
養

士
）　

■定
16
人　

■費
５
０
０
円　

■申
２
月
12

日
○火
ま
で
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
だ
館
☎
29
‐

０
８
０
６
へ

が
ん
患
者
と
家
族
の
た
め
の

ほ
っ
と
広
場

■日
２
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
保
健
師

に
よ
る
ミ
ニ
講
話
、
茶
話
会　

■申
同
院
内
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎

26
‐
５
１
８
０

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
２
月
18
日
○月
、
３
月
11
日
○月
午
後

７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

２
月
・
３
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
2
時
・

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

２
月
14
日
○木
、
３
月
14
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
①
２
月
12
日
○火
、
３
月
12
日
○火

②
２
月
22
日
○金　

■時
①
午
後
２
時
30
分　

②

７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室　

■日
▽
夜
コ
ー
ス
…
２
月
18
日
・
25
日
、
３
月

４
日
、
11
日
の
月
曜
日
午
後
7
時
15
分　

▽

昼
コ
ー
ス
…
２
月
21
日
・
28
日
、
３
月
７
日
、

14
日
の
木
曜
日
午
前
10
時　

■問
場
所
等
詳
細

は
同
ク
ラ
ブ
☎
64
‐
２
１
４
３
へ

障
害
児
（
者
）
の
歯
と
お
口

の
セ
ミ
ナ
ー

■日
２
月
19
日
○火
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
障
害
児（
者
）の
家
族
や
支
援
ス
タ
ッ
フ

■内
治
療
の
現
場
で
の
様
子
や
日
頃
の
ケ
ア
に

関
す
る
講
演　

■師
吉
田
雪
絵
氏
（
山
形
県
立

こ
ど
も
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
歯
科
医
長
）

■申
２
月
12
日
○火
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
１
ま
た
は
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
０
へ

R
D
D
（
希
少
難
病
の
日
）

in
鶴
岡
２
０
１
９

■日
２
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
致
道

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

■内
交
流
会
「
私
た
ち
の
知

恵
袋
」、
希
少
難
病
（
Ｒ
Ｄ
）
に
つ
い
て
の

パ
ネ
ル
展
示
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
マ
ン
ダ

ラ
塗
り
絵
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」　

■問
慶
應
義

塾
大
学
か
ら
だ
館
☎
29
‐
０
８
０
６

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
動
き
の
コ
ツ
を
つ
か
む

フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室　

■日
・
■場
２
月
23
日
○土
午
後
２
時
…
朝
暘
武
道

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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子
育
て
・
子
供
向
け

大
山
児
童
館

八
森
山
で
雪
遊
び
＆
マ
イ
箸
作
り
！

■日
２
月
９
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
市
内
在

住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
15
人　

■費
２
０

０
円　

■場
・
■申
同
館
☎
38
‐
０
２
６
０

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
２
月
14
日

○木　

②
３
月
12
日
○火　

■時
午
前
10
時　

■対
未

就
園
児
（
①
平
成
30
年
８
月
〜
10
月
生
ま
れ　

②
30
年
９
月
〜
11
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
触
れ

合
い
遊
び
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ

ル　

■申
①
２
月
８
日
○金
ま
で　

②
２
月
15
日

○金
〜
３
月
７
日
○木

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
２
月
21
日
○木　

②
３
月
14
日
○木　

■時
午
前
10
時　

■対
未
就
園

児
（
①
平
成
30
年
２
月
〜
７
月
生
ま
れ　

②

30
年
３
月
〜
８
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

■内
①
触
れ
合
い
遊
び
、
離
乳

食
の
話　

②
触
れ
合
い
遊
び
、

お
も
ち
ゃ
作
り　

■持
バ
ス
タ

オ
ル　

■申
①
２
月
18
日
○月
ま

で　

②
２
月
22
日
○金
〜
３
月
11
日
○月

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日

２
月
24
日
○日
、
３
月
９
日
○土
午
前
９
時
〜
正

午▼
育
児
講
話　

■日
３
月
７
日
○木
午
前
10
時

館　

２
月
24
日
○日
午
前
10
時
…
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

３
月
23
日
○土
午
後
２
時
…
小

真
木
原
総
合
体
育
館　

３
月
24
日
○日
午
前
10

時
…
朝
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
在

住
の
小
・
中
学
生
、
指
導
者
、
保
護
者　

■師

石
井
裕
子
氏
（
Ｓ
Ａ
Ｑ
レ
ベ
ル
２
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）　

■問
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
25
‐

８
１
３
１

シ
ル
バ
ー
レ
ク
ス
ポ
大
会　

■日
３
月
３
日
○日
午
前
９
時

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■対
60
歳
以
上
の
方　

■内
実

技
研
修
「
心
身
と
も
に
健

康
に
！
〜
か
ん
た
ん
ス
ト

レ
ッ
チ
で
健
康
力
ア
ッ
プ

〜
」
釼
持
亘
氏
（
健
康
運

動
指
導
士
）、
競
技
（
ア

１
日
○金
〜
８
日
○金
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１
へ　

■他
積
雪
状
況
で
コ
ー
ス
変
更
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

健
身
気
功「
八
段
錦
」（
全
17
回
）

■日
４
月
２
日
〜
７
月
30
日
の
火
曜
日
午
後
７

時　

■場
藤
島
体
育
館　

■内
気
功
体
操　

■師
今

井
牧
子
氏
（
中
国
陳
式
太
極
拳
）　

■費
１
万

２
、
０
０
０
円　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内

■対
ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
行
う
４

人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ　

■内
傷
害
保
険
（
突
然
死
葬
祭
費
用
担
保
特
約

付
き
）
と
賠
償
責
任
保
険
の
一
括
補
償
制
度　

■
保
険
期
間　

４
月
１
日
○月
〜
来
年
３
月
31

日
○火
（
4
月
1
日
以
降
加
入
の
場
合
、
加
入

手
続
き
を
し
た
翌
日
か
ら
）　

■
受
付
期
間　

3
月
1
日
○金
か
ら　

■
掛
金　

８
０
０
円
か

ら　

■問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
山
形
県
支
部
☎

０
２
３
‐
６
４
２
‐
８
３
２
１　

■他
加
入
依

頼
書
類
等
は
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設
置

鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク

ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
4

か
月
に
1
回
）
を
案
内
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
ク
ラ
ブ
）

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
24
‐
５
０
６
０

ト
ラ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
、
シ
ャ
フ

ル
ボ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
卓
球
〈
ダ
ブ
ル
ス
〉）、
体
験
（
ボ

ッ
チ
ャ
）　

■費
２
０
０
円　

■申
２
月
８
日
○金

ま
で
各
学
区
・
地
区
体
育
協
会
（
実
技
研
修

の
み
参
加
の
場
合
は
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８

１
３
１
）
へ　

■問
同
課

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

雪
上
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク　

雪
化
粧
の
中
台
池
・
丸
森
山
へ

■日
３
月
16
日
○土
午
前
８
時
40
分
（
湯
殿
山
ス

キ
ー
場
集
合
、
バ
ス
利
用
者
は
市
役
所
本
所

に
８
時
〈
要
予
約
〉）　

■場
同
ス
キ
ー
場
（
リ

フ
ト
乗
車
）
↓
中
台
池
↓
丸
森
山
↓
林
道
↓

管
理
棟
エ
ト
レ　

■対
深
雪
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
方
70
人　

■費
１
、
２
０
０
円
（
か
ん
じ

き
貸
出
し
は
別
途
３
０
０
円
〈
要
予
約
・
中

学
生
以
下
は
無
料
〉）　

■持
か
ん
じ
き
、
ス
キ

ー
用
ス
ト
ッ
ク
、
箸
、
お
わ
ん
等　

■申
３
月

鶴岡市民のための認知症予防調査を実施します

　鶴岡市、慶應義塾大学及び地域の保健 ･医療
機関が連携し、未来の予防医療の実現に向け平
成24年から「鶴岡みらい健康調査」に取り組
んでいます。新たに、健康長寿に重要な認知症
やフレイル（虚弱）の予防、早期発見に有効な
指標や方法を確立し、またその成果を本市の健
康づくり活動に活用するための調査を行います。

■調査期間
　今年４月から２年間、荘内病院で調査を実施。　　
　その後10年間以上のフォローアップを行う
■対象者
　 　 鶴岡みらい健康調査参加者を含む、64歳以上
　79歳以下（平成31年４月時点）の市民500　
　人程度。対象者には別途、説明会の案内を郵
　送予定
■調査項目
　認知機能チェック、MRI頭部撮像、フレイル　　　
　チェック、血液や尿等の検査等
■問合せ
　鶴岡地区医師会内「鶴岡みらい
　健康調査事務局」☎26‐7366
　（平日の午後1時～4時）　
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５
暘
光
児
童
館
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事

家
族
で
あ
そ
ぼ
う
！
う
で
ず
も
う
大
会

■日
２
月
16
日
○土
午
前
10
時　

■場
暘
光
児
童
館　

■対
幼
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■申
同
館

☎
64
‐
８
６
４
０
ま
た
は
西
部
児
童
館
☎
29

‐
０
０
３
１
へ　

■他
参
加
賞
あ
り

離
乳
食
教
室

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
２
月
22
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
30
年
３
月
〜
５

月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着
20
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・
試
食
、

栄
養
士
の
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０
０
円

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾　

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、

甘
く
な
い
飲
み
物
、
ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
２
月
15
日

○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

絵
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー

■日
２
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■対
幼
児

・
低
学
年
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

■費
１

０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

親
子
で
楽
し
も
う
！　
　
　

絵
本
の
世
界

■日
２
月
24
日
○日
午
前
10
時
30
分　

■場
図
書
館

本
館　

■内
人
形
劇
、
絵
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■対
親
子
20
組　

■申
サ
ロ
ン
お
は
な
し
の
部
屋

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■対
新
婚
・
妊
娠
・
子
育
て
中
の
方
先
着
15
人

■内「
子
育
て
一
年
生
だ
っ
て
大
丈
夫
」
後
藤

敬
子
氏
（
助
産
師
）　

■他
託
児
あ
り

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
４
１南

部
児
童
館 
み
な
っ
く
る

▼
乳
幼
児
親
子
向
け
講
習
会
【
マ
マ
＆
親

子
ヨ
ガ
】　

■日
２
月
15
日
○金
午
前
10
時
15
分　

■場
同
館　

■定
先
着
20
組　

■師
上
野
和
佳
氏

（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
天
使

の
輪
は
れ
ぐ
み
）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル
等　

■申

２
月
１
日
○金
か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
!
鶴
岡
の
伝
統
和
菓
子
を

作
ろ
う
！      

■日
２
月
17
日
○日
午
前
9
時
30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
先
着
15
人　

■師
本
間
三

英
氏
（
住
吉
屋
菓
子
舗
）　

■申
２
月
１
日
○金

か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
!!
ト
ッ
チ
先
生
の
め
っ
ち

ゃ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
！      

■日
３
月
９
日
○土
午
後

２
時　

■場
朝
暘
一
小　

■対
小
学
生
先
着
30
人　

■内
マ
ッ
ト
・
ボ
ー
ル
・
新
聞
紙
・
バ
ル
ー
ン

を
使
っ
た
活
動　

■師
三
浦
利
由
喜
氏
（
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
」
代
表
）　

■申
２
月

10
日
○日
か
ら　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
■対
中
学

生
、
高
校
生
）
募
集

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
２
月
の
講
座

「
食
事
の
悩
み
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
」

■日
２
月
15
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
市
立
保

育
園
長　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３

　

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
魚
の
解
体

に
挑
戦
！
」
〜
山
形
県
の
魚
「
サ
ク
ラ
マ
ス
」

に
つ
い
て
知
ろ
う
〜　

■日
３
月
3
日
○日
午
前

10
時　

■対
小
学
３
年
〜
６
年
生
と
そ
の
保
護

者
先
着
12
人　

■費
１
人
５
０
０
円　

■場
・
■申

２
月
9
日
○土
か
ら
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８
へ

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
渡
り
鳥
の
缶
バ
ッ
ジ

を
作
ろ
う
！
」　

■日
２
月
９
日
○土
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分　

■費
１
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
木
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
づ
く
り
」　

■日
２
月
16
日
○土
午

後
1
時
〜
３
時　

■費
１
０
０
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
カ
ラ
フ
ル
ぼ
ん
ぼ
り

を
つ
く
ろ
う
」　

■日
２
月
20
日
○水
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

■定
20
人　

■費
１
０
０
円

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■日
３
月
２
日
○土

午
前
9
時

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
2
日
前
ま
で
同
館
☎

33
‐
８
６
９
３
へ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
２
月
14
日
○木
・
21
日
○木
・

28
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
将
棋
大
会　

■日
３
月
６
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円

▼
囲
碁
大
会　

■日
３
月
13
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６月

山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
２

月
17
日
○日　

②
３
月
２
日
○土　

■時
午
前
９
時

（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
①
同
セ
ン
タ
ー
↓

羽
黒
山
旧
参
道
↓
休
暇
村
キ
ャ
ン
プ
場
↓
起

点　

②
同
セ
ン
タ
ー
↓
羽
黒
山
第
３
駐
車
場

↓
羽
黒
山
ス
キ
ー
場
↓
休
暇
村
キ
ャ
ン
プ
場

↓
起
点　

■定
各
日
先
着
25
人　

■費
①
１
、
５

０
０
円　

②
１
、
７
０
０
円　

■持
軽
食
等

■申
①
２
月
10
日
○日
ま
で　

②
27
日
○水
ま
で

▼
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
と
ナ
イ
ト
ス
ノ
ー
シ

ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
２
月
23
日
○土
午
後

６
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着

20
人　

■費
５
０
０
円　

■持
軽
食
等　

■申
２
月

20
日
○水
ま
で　

■他
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
貸
出
し

あ
り

▼
月
山
ガ
イ
ド
協
会
主
催
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ

ベ
ン
ト　

■日
①
２
月
24
日
○日　

②
３
月
３
日

○日　

③
３
月
10
日
○日　

■時
①
午
前
７
時
40

分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

②
③
午
前
７
時
20
分（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
〈
③
は

参
加
者
に
別
途
お
知
ら

せ
〉）　

■場
①
ス
タ
ジ
オ

セ
デ
ィ
ッ
ク
庄
内
オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
周
辺
↓
月
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室
☎
64
‐
５
８
６
０

「
食
の
都
庄
内
」
親
善
大
使
太
田
政
宏
シ
ェ
フ
に
学
ぶ

春
の
フ
レ
ン
チ
地
産
地
消
料
理
教
室

■日
３
月
１
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分　

■場
藤
島
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー　

■定
12
人

■内
庄
内
浜
産
お
魚
の
ム
ー
ス
包
み
、
庄
内
牛

の
ジ
ュ
ー
シ
ー
ハ
ン
バ
ー
グ
、
大
き
い
苺
の

タ
ル
ト　

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
２
月
14
日

○木
ま
で
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５

８
６
０
へ　

■他
市
HP
。
託
児
あ
り

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー 

男
性
料
理
教
室

「
う
ま
さ
満
腹
！
中
華
風
丼
物
」

■日
３
月
11
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
男
性
先
着
16
人　

■師
林
良
豪
氏
（
中
華

料
理
桃
園
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申

２
月
５
日
○火
〜
22
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
２
３
４
０
へ

募
集
・
相
談

入
居
時
期
は
３
月
下
旬

県
営
住
宅
２
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
美
原
２
号（
Ｂ
）、
東
部
２

号
、
東
部
３
号
、
茅
原
２
号（
Ｂ
）、
茅
原

３
号（
Ｂ
）、城
南
１
号（
Ａ
）・（
Ｂ
）、城
南
２

号（
Ｂ
）、末
広
１
号（
Ａ
）、末
広
２
号（
Ｂ
）…

各
１
戸　

▽
美
原
１
号
、東
部
１
号
、茅
原
２

号（
Ｄ
）、
茅
原
３
号（
Ａ
）…
各
２
戸　

▽
末

広
３
号（
Ａ
）…
４
戸　

▽
茅
原
１
号
…
５
戸　

■申
２
月
４
日
○月
〜
８
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定

１
、
０
０
０
円

▼
豊
か
に
暮
ら
す
整
理
収
納
術
〜
春
に
向
け

て
お
家
を
ス
ッ
キ
リ
！
〜　

■日
２
月
28
日
○木

午
前
10
時　

■定
先
着
20
人　

■師
佐
藤
江
理
子

氏
（
㈱
佐
藤
江
理
子
建
築
工
房
）　

■費
７
０

０
円

▼
楽
し
く
巻
い
て
美
味
し
い
笹
巻
き　

■日
３

月
７
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定
先
着

16
人　

■師
伊
藤
照
子
氏　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
お
気
に
入
り
の
転
写
紙
を
選
ん
で
貼
っ
て

マ
グ
カ
ッ
プ
作
り　

■日
３
月
８
日
○金
午
前
10

時　

■定
先
着
15
人　

■師
渡
部
真
喜
氏
（
ア
ト

リ
エ
野
の
花
）　

■費
２
、
０
０
０
円

▼
に
ぎ
や
か
に
彩
り
添
え
る
飾
り
巻
き
寿
司　

■日
３
月
13
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

先
着
16
人　

■師
森
屋
久
美
子
氏
（
飾
り
巻
き

寿
司
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
１
、
５
０

０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住

ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
２
月
５
日
○火
〜

22
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会

有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

▼
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会　

■時

午
前
９
時
30
分　

■対
鶴
岡
Ⅰ
型
・
Ⅱ
型
等
特

別
栽
培
農
産
物
認
証
申
請
予
定
の
市
内
生
産

者▼
有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

■時
午
後
１
時
30
分　

■対
生
産
行
程
管
理
責
任

者
及
び
格
付
担
当
者
、
新
規
申
請
予
定
の
市

内
生
産
者　

▼
共
通　

■日
２
月
28
日
○木　

■場
藤
島
エ
コ
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー　

■問
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン

山
高
原
牧
場
↓
同
セ
ン
タ
ー　

②
北
月
山
荘

（
庄
内
町
）
周
辺
を
予
定　

③
湯
殿
山
仙
人

沢
周
辺
を
予
定　

■定
各
日
先
着
20
人　

■費
各

日
２
、
５
０
０
円　

■持
軽
食
等　

■申
①
２
月

20
日
○水
ま
で　

②
27
日
○水
ま
で　

③
３
月
５

日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

森
の
ソ
ム
リ
エ
講
習
会

■日
２
月
９
日
○土
午
前
9
時
〜
午
後
２
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
湯
野
浜
地
区　

■内

庄
内
海
岸
ク
ロ
マ
ツ
林
の
歴
史
・
役
割
を
学

ぶ　

■持
昼
食
、
筆
記
用
具
等　

■申
２
月
５
日

○火
ま
で
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
０
８
へ　

■他

天
気
に
よ
っ
て
内
容
変
更
。
森
の
ソ
ム
リ
エ

未
登
録
者
の
参
加
可

出
羽
庄
内
国
際
村 

せ
か
い
の
台
所

ペ
ル
ー
料
理 

モ
イ
セ
ス
さ
ん
の
台
所

■日
２
月
16
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
モ
イ
セ
ス
・
オ
ル
テ
ガ
氏
（
ペ
ル

ー
出
身
）　

■費
１
、
５
０
０
円　

■場
・
■申
同

館
☎
25
‐
３
６
０
０

初
め
て
の
水
墨
画
教
室

■日
２
月
16
日
○土
以
降
の
毎
月
第
１
・
第
３
土

曜
日
午
後
２
時　

■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
１
回
６
０
０
円　

■申
如
月

会
☎
33
‐
２
７
７
２

ジ
ェ
ン
ダ
ー
白
熱
教
室  　
　
　
　

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

■日
２
月
17
日
○日
午
前
10
時　

■場
公
益
大
大
学

院　

■定
20
人　

■師
伊
藤
眞
知
子
氏
（
同
大
教

授
）　

■費
５
０
０
円　

■問
庄
内
ち
ぇ
り
あ　

　
　
　出

羽
庄
内
国
際
村 

英
語
集
中
講
座

英
語
を
使
っ
て
世
界
旅
行
！

■日
２
月
17
日
○日
午
後
１
時　

■対
高
校
生
以
上

の
方
20
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
２

月
15
日
○金
ま
で
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

「
庄
内
の
戊
辰
戦
争
展
」　　

解
説
及
び
史
料
解
読
講
座

■日
２
月
23
日
○土
午
前
10
時　

■定
40
人　

■師
図

書
館
職
員　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２

５
２
５

「
通
い
の
場
で
地
域
づ
く
り
」

セ
ミ
ナ
ー

■日
２
月
24
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
出
羽
庄

内
国
際
村　

■内
守
り
か
ら
攻
め
の
「
通
い
の

場
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
県
内
外
の
先
進
事

例
か
ら
学
ぶ　

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
２中

央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー

短
期
講
座

▼
春
に
向
け
て
背
す
じ
を
伸
ば
す
体
幹
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
（
全
2
回
）　

■日
２
月
26
日
○火
、

3
月
5
日
○火
午
前
10
時　

■定
先
着
20
人　

■師

佐
藤
佐
都
美
氏
（
健
康
運
動
指
導
士
）　

■費



20

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
３
月
９
日
○土　

■申
３

月
５
日
○火
ま
で

▼
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）　

■日
４

月
20
日
○土　

■申
４４
月
12
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■問

自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴
岡
出
張
所
☎

22
‐
０
４
６
６

特
別
図
書
整
理
期
間

図
書
館
本
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

■日
２
月
４
日
○月
〜
13
日
○水　

■問
同
館
☎
25
‐

２
５
２
５

藤
沢
周
平
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
く
ん
蒸
の
た
め
、
２
月
４
日
○月
〜
８

日
○金
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
３
月
13
日
○水
は

休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

美
咲
町
７
番
〜
９
番
、
25
番

〜
33
番
、
37
番　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査

…
２
月　

本
調
査
…
４
月
か
ら
１
年
間　

■問

山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

７
へ新

築
・
増
改
築
、耐
震
診
断
、リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
等

住
宅
相
談
会

■日
２
月
27
日
○水
午
前
10
時
〜
11
時　

■場
市
役

所
本
所
６
階
大
会
議
室　

■問
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
４　

■他
予
約
可

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術

後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

■日
２
月
28
日
○木
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
日
本

海
総
合
病
院
（
酒
田
市
）　

■対
病
気
治
療
中

で
脱
毛
が
心
配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方

■内
メ
ー
カ
ー
５
社
の
相
談　

■問
同
院
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
２

８
２山

形
財
務
事
務
所

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す

■日
月
曜
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　

■

相
談
電
話　

☎
０
２
３
‐
６
４
１
‐
５
２
０

１

そ
の
他

立
候
補
届
出
予
定
者
説
明
会

及
び
出
納
責
任
者
説
明
会

■日
３
月
５
日
○火
午
前
10
時　

■場
庄
内
総
合
支

庁　

■内
４
月
７
日
○日
執
行
予
定
の
山
形
県
議

会
議
員
選
挙
に
関
す
る
説
明
会　

■問
山
形
県

選
挙
管
理
委
員
会
庄
内
地
方
事
務
局
☎
66
‐

５
４
１
７

☎
内
線
３
６
４

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た

生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
２
月
21
日
○木
〜
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
39
‐

６
０
２
９

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

求
職
者
の
生
活
・
就
労
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

■日
２
月
21
日
○木
〜
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

５
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
８
０
０
‐
８
０

０
‐
７
８
６
７

Ｂ
型
肝
炎
に
関
す
る
相
談

▼
弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
会
／
個
別

相
談
会　

■日
２
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■場
・
■
相
談
電
話　

全
国
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
）
☎
０
２
５
‐

２
２
３
‐
１
１
３
０

▼
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
相

談
会　

■日
３
月
２
日
○土
午
後
１
時
30
分
〜
４

時　

■場
マ
リ
カ　

■対
集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型

肝
炎
に
な
っ
た
方
と
そ
の
家
族　

■他
事
前
予

約
優
先
。
当
日
会
場
で
の
申
込
み
も
可　

▼
共
通　

■申
同
事
務
所

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
２
月
23
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
12
人　

■場
・
■申
２
月
22
日
○金
ま

で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他
抽
せ
ん
会
は
２
月
18
日
○月

山
大
農
学
部
市
民
交
流
農
園

新
規
入
園
者
募
集

■
入
園
期
間　

４
月
〜
11
月
末　

■
募
集
区

画
数　

15
区
画　

■費
１
区
画
（
約
40
㎡
）
年

間
３
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
４
日
○月
〜

28
日
○木
に
同
学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９

１
１
へふ

れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者

募
集

■日
５
月
７
日
○火
〜
21
日
○火　

■場
県
内
の
病
院
、

診
療
所
、
福
祉
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
等　

■申
２
月
４
日
○月
〜
25
日
○月
に
山
形

県
看
護
協
会
☎
０
２
３
‐
６
８
５
‐
８
０
３

３
へ働

き
過
ぎ
に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
！　
　

な
ん
で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

■日
２
月
６
日
○水
〜
８
日
○金
午
前
10
時
〜
午
後

７
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
１
５

４
‐
０
５
２　

■問
連
合
山
形
☎
０
２
３
‐
６

２
５
‐
０
５
５
５

定
期
健
康
相
談

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
２
月
６
日
○水
・
15

日
○金
、
３
月
６
日
○水
・
15
日
○金

▼
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談　

■日
２
月
８
日
○金
・

22
日
○金
、
３
月
８
日
○金
・
22
日
○金

▼
共
通　

■時
午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
日
２
人　

■申
健
康
課

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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▽
自
動
車
整
備
業
（
整
備
に
携
わ
る
者
に
限

る
）　

８
４
０
円　

■
効
力
発
生
日　

平
成

30
年
12
月
25
日

■問
山
形
労
働
局
賃
金
室
☎
０
２
３
‐
６
２
４

‐
８
２
２
４　

■他
HP

こ
ど
も
食
堂「
の
野
」オ
ー
プ
ン

　

１
人
で
夕
食
を
食
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
や
地
域
と
の
交
流
が
欲
し
い
方
、
内
容
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。
会
話
を
し
な
が
ら
夕
食
を
食
べ

ま
せ
ん
か
。

■日
２
月
20
日
○水
・
21
日
○木
、
３
月
19
日
○火
・

20
日
○水
午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分　

■費
大

人
…
５
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
１
５
０
円

■場
・
■問
同
食
堂
☎
25
‐
７
１
３
１

ご
存
知
で
す
か
？　
　
　
　

筆
界
特
定
制
度

　

筆
界
特
定
制
度
は
、
土
地
の
筆
界（
境
界
）

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
、
法
務
局
が
現

地
に
お
け
る
筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度

で
す
。
筆
界
に
つ
い
て
隣
地
の
所
有
者
と
意

見
が
一
致
し
な
い
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
、

山
形
地
方
法
務
局
☎
０
２
３
‐
６
２
５
‐
１

３
５
８
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

山
形
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

▼
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金　

▽
一
般
産

業
用
機
械
・
装
置
等
製
造
業　

８
３
７
円

▽
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業　

８
２
１
円

▽
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業　

８
３
６
円　

月
１
日
の
飼
育
状
況
を
県
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
畜
産
業
の
方
は
報
告
不
要
）。

■
対
象
動
物　

牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
綿
羊
、

ヤ
ギ
、
豚
（
ミ
ニ
豚
を
含
む
）、
イ
ノ
シ
シ
、

鶏
（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
を
含

む
）、ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
、
フ
ラ
ン
ス
ガ
モ

を
含
む
）、ウ
ズ
ラ
、キ
ジ
、ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ
ロ

ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥　

■
連
絡
先　

庄
内
総
合

支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課
☎
68
‐
２
１
５
１

公
益
信
託
「
荘
内
銀
行
ふ
る

さ
と
創
造
基
金
」

■内
平
成
31
年
度
中
に
行
わ
れ
る
学
校
教
育
的

・
社
会
教
育
的
・
文
化
的
な
活
動
に
助
成

■申
２
月
22
日
○金
ま
で
申
請
書
を
同
行
ふ
る
さ

と
創
造
基
金
事
務
局
☎
28
‐
２
４
３
７
へ

■他
HP

２
１
７
８

果
樹
王
国
山
形
を
支
え
る
農

家
の
皆
さ
ま
へ

　

山
形
県
農
業
共
済
組
合
で
は
、
多
様
化
す

る
自
然
災
害
に
備
え
て
「
果
樹
共
済
」
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
降
ひ
ょ
う
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風
・
豪
雪
・
開
花
期
の
低

温
な
ど
、
近
年
多
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る

災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
果
樹
共
済
は
、
果

樹
農
家
の
経
営
を
し
っ
か
り
守
り
ま
す
。
詳

し
く
は
同
共
済
組
合
庄
内
支
所
果
樹
園
芸
課

☎
０
２
３
４
‐
91
‐
１
５
５
６
へ
。

１
頭（
羽
）で
も
愛
玩
用
を
含
む
家
畜
を

飼
っ
て
い
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
っ
て
、
毎
年
２

 ■日 ２月13日○水～４月７日○日午前９時30分～午後　
４時（月曜日休館）　
■内古今雛（ひな）・雛道具の展示
■費 大人…400円　大学生・高校生…300円　小・
中学生…200円

■場・■問旧青山本邸☎0234‐75‐3145

●遊佐町 旧青山本邸ひなまつり［庄内雛街道］

●酒田市 黒森歌舞伎 正月公演・酒田公演
　19年ぶりに「ひらかな盛衰記」を上演します。
◆正月公演
■日２月15日○金・17日○日
■場黒森日枝神社境内
■時・■内午前10時…少年太鼓、神事、神楽、三番
　叟　正午…少年歌舞伎　午後１時…本狂言「ひ
　らかな盛衰記」
■他屋外での観覧のため防寒対策が必要
◆酒田公演
■日３月３日○日
■場希望ホール
■時    ・■内 正午…少年太鼓　午後１時…少年歌舞伎
　１時30分…本狂言「ひらかな盛衰記」
■費前売り券500円（当日券700円）
■前売り券取扱い　酒田市総合文化センター、酒　　
　田市役所地下売店、希望ホールほか
■問酒田市社会教育文化課☎0234‐24‐2994

●庄内町 月の沢龍神冬まつり
■日２月23日○土午前10時～午後６時
■場北月山荘周辺
■内 巨大滑り台＆かまくら、スノーモービル、雪上
動画コンテスト等

■問庄内町商工観光課☎0234‐56‐2213
■他HP

●三川町 2019年度 菜の花むすめ募集
    ■対 庄内地域在住で、5月 5日の三川町菜の花まつ　
りに参加可能な18歳以上（高校生除く）の未
婚の方5人
■謝礼　2万円（ほか、活動に応じて謝礼あり）
■申  3 月15日○金まで三川町観光協会☎66‐4656
へ

●三川町 みかわ・あったか冬まつり
■日２月10日○日午前10時～午後２時
■場いろり火の里なの花ホール
■内 キッチンカーによる食べ物販売、特産品販売、
バレンタインデー直前企画ワークショップ

■問三川町観光協会☎66‐4656
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

広
報
「
つ
る
お
か
」
に
催
し
の

お
知
ら
せ
を
掲
載
し
た
い
で
す

　

今
度
、
私
た
ち
の
料
理
サ
ー
ク
ル
で

催
し
を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

広
報
に
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
た
い
で
す
。

い
つ
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
申
し
込
め
ば

よ
い
で
す
か
。

原
稿
の
締
切
り
は
発
行
月

の
前
々
月
の
25
日
で
す

　

広
報「
つ
る
お
か
」に
は
、
行
政
情
報

の
ほ
か
に
、市
内
で
の
催
し
や
講
演
会
・

発
表
会
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
掲
載
依
頼

が
あ
っ
た
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
発
行
月

の
前
々
月
の
25
日
ま
で
原
稿
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
原
稿
提
出
先
と
方
法　

　

原
稿（
任
意
の
様
式
）に
氏
名（
団
体

名
）・
連
絡
先
を
記
入
し
、郵
送
、フ
ァ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
本
所
総
務
課
広

QＡ

130

人は人との関係の中で育つ

写真家、森の案内人。子供たちからの愛称は「ゴリ」。写真
や文章を保育誌等で発表する傍ら、保育・子育てを応援する
ため、全国でスライドショーや写真展を開催。山梨県北杜市
の耕作放棄地を開拓し、身の丈にあった豊かで持続可能な暮
らしを模索・実践する「ぐうたら村」を教育研究者たちと主催。
つるおか森の保育フォーラムの講師として来鶴。京都府出身。

小
こ に し

西 貴
た か し

士 さん

講演会の様子（昨年11月18日／出羽庄内国際村）

　森の案内人とは人と自然を仲介し解説する仕事で、
「インタープリター」とも言います。日本ではあま
りなじみがありませんが、欧米では美術館の学芸員
や国立公園の管理人などもそう呼ばれています。共
通しているのは、目の前のことを通して、その向こ
う側にある意味や考え方を伝えること。絵であれば、
作者や制作年などを説明するだけではなく、見てい
る人が、描かれたテーマそのものに思いをはせるこ
とができるよう、作品との間を取り持つんです。
　写真を撮るとき、花であれば虫に食われているも
のを避けるのが一般的ですよね。でも僕は、きれい
に咲いていることではなく、それを頼って生きてい
る命があることに花の意味を見いだします。そして、
同じ感覚で子供たちのことも撮っています。例えば

先生の話を一生懸命聞いてい
る子がいる一方で、そうでは
ない子もいる。その子には何

か事情があるのかもしれません。そんな子に、花を
見るのと同じまなざしでレンズを向けているんです。
　印刷物にはならないことがほとんどですが、ピー
スサインをしてくる子も喜んで撮ります。カメラは
関係性の道具です。こちらの都合のいい写真だけを
撮ることはできません。自分が傷ついているときに
だけ寄ってくるカメラなんて受け入れてもらえない
と思います。子供たちが写真を撮ることを許してく
れる関係性を築くことで自然な姿を写すことができ
るんです。
　人が育つには自然現象や他の命などとの関係性が
大切ですが、一番は人との関係性が大切です。吹雪
の日に、冷え切った手をお母さんに包んでもらった
ときのぬくもり。そういった経験が成長に役立って
くる。変化に富んだ自然の中では、人との多様な関
係性が生まれます。そういう環境があることで、人
はより豊かに育つことができるのだと考えています。
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報
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tsuruoka@
city.tsuruoka.lg.jp

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
発
行
月
の
４
日
以
降
の
催
し
等
を
掲

載
し
ま
す

　

例
え
ば
、
２
月
号
に
掲
載
で
き
る
催

し
は
、
２
月
４
日
以
降
に
開
催
さ
れ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
申
込
み
が
必
要
な

場
合
は
、
申
込
み
期
限
が
４
日
以
降
の

も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

■
掲
載
前
の
確
認
は
お
願
い
し
ま
せ
ん

　

掲
載
前
に
紙
面
の
確
認
を
掲
載
依
頼

者
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
原
稿
提
出
後
に
内
容
に

変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
掲
載
に
関
す
る
注
意
点

▼
市
内
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
の

方
が
参
加
で
き
る
も
の
を
優
先
し
て
掲

載
し
ま
す

▼
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
り
、
一
部
内
容
を

省
略
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
す
る

も
の
は
掲
載
し
ま
せ
ん

▼
企
業
な
ど
の
求
人
や
広
告
は
掲
載
し

ま
せ
ん

▼
掲
載
紙
面
の
体
裁
は
本
紙
14
ペ
ー
ジ

〜
21
ペ
ー
ジ
の
「
つ
る
お
か
情
報
掲
示

板
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
〈
本
所
総
務
課
〉

℻

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　2/4 ～ 3/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
２．９○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　〃 13：30 ～ 16：00                   〃
21○木 13：30 ～ 15：30 荘内病院
26○火  9：30 ～ 11：30 鶴岡警察署
〃 13：30 ～ 15：30 鶴岡協立病院

今月の各種相談窓口開設日　2/4 ～ 3/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 12日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214 ６日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 28日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 21日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 ８日○金13：30～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成30年12月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,168人
　　 （男：60,784人、女：66,384人）
　世帯数：48,926世帯

→
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

→
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

チケット料金（全席指定・税込）
≪一般≫Ｓ席5,000円・Ａ席4,000円　　　　　　　　
≪学生≫Ａ席2,000円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は500円増し。
　※ 未就学児は入場不可。託児サービスあり（有料。
先着順。チケット購入確定後に申込み）。

　※ 車椅子席・学生券をご希望の方は申込みの際にそ
の旨をお伝えください。

チケット販売
≪市民先行エントリー≫　

●受付期間　２月９日（土）午前10時～25日（月）
●受付方法　荘銀タクト鶴岡公式ホームページ
　https://tact-tsuruoka.jp/　※座席の指定不可。
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　３月１日（金）～10日（日）に
荘銀タクト鶴岡へ（クレジットカード不可）
　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールで
お知らせします。

　※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。

　※インターネット環境がない方は荘銀タクト鶴岡に
　　お問合せください。

≪一般販売≫

●販売開始日時　３月16日（土）午前10時
●販売方法　
　①インターネット予約　※座席の指定不可。
　　荘銀タクト鶴岡公式ホームページでのみ　
　　☆チケット引換え
　　 ・予約日から２週間以内に荘銀タクト鶴岡へ（ク
　　　レジットカード不可）
　　・代金引換で郵送（手数料600円はお客様負担）

　②プレイガイド（窓口販売）　※座席の指定可。
　　鶴岡市：荘銀タクト鶴岡☎24‐5188
　　　　（午前９時～午後７時。初日は午前10時から）
　　酒田市：みずほ八文字屋☎0234‐22‐3144

　　　　（午前10時～午後10時）
　　庄内町：BookCityとみや☎0234‐42‐1038

　　　　（午前10時～午後10時）

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

５月19日（日）

2019年度自主事業第１弾

音楽の都ウィーンが誇る世界最高峰の少年合唱団が来日！　
“天使の歌声 ”のハーモニーをぜひご堪

たんのう

能ください。

開演：午後3時　会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール
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年
１
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【 

平
成
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年
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日
発
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】

広
報
つ
る
お
か　

平
成
31
年
２
月
号

演奏予定曲
オルフ：おお、運命の女神よ　（『カルミナ・ブラーナ』より）
ロジャーズ：エーデルワイス　（映画『サウンドオブミュージック』より）

ほか
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環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す


